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竹
島
密
約
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
七
年
三
月
二
十
日
付
産
経
新
聞
が
、
「
『
竹
島
棚
上
げ
合
意
』

国
交
正
常
化
前

�密
約
�
存
在

韓
国
誌
が
紹

介
」
と
い
う
見
出
し
で
、

「
日
韓
が
領
有
権
を
争
っ
て
い
る
竹
島
（
韓
国
名
・
独
島
）
に
関
し
、
両
国
は
お
互
い
領
有
権
の
主
張
を
認
め
合
い
、
お

互
い
の
反
論
に
は
異
議
を
唱
え
な
い
と
の

�密
約
�
が
あ
っ
た－

と
、
十
九
日
発
売
の
韓
国
の
総
合
雑
誌
『
月
刊
中
央
』

（
中
央
日
報
社
発
行
）
四
月
号
が
伝
え
た
。
ま
た

�密
約
�
で
は
、
韓
国
は
『
独
島
』
で
の
駐
屯
警
備
隊
の
増
強
や
新
し
い

施
設
の
増
築
は
し
な
い
と
な
っ
て
い
た
が
、
韓
国
側
は
そ
の
後
、
こ
の
約
束
を
守
ら
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

竹
島
問
題
に
つ
い
て
日
韓
双
方
は
、
国
交
正
常
化
（
一
九
六
五
年
）
の
交
渉
過
程
で
領
有
権
を
棚
上
げ
す
る
こ
と
で
合
意

し
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
で
は
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
韓
国
側
も
日
本
の
領
有
権
主
張
を
一
応
、
了
解
し
て
い
た
こ
と
を

意
味
す
る
が
、
韓
国
で
は
こ
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
近
年
は
日
本
に
対
す
る
一
方
的
な
非
難
、
糾
弾
に

終
始
し
て
い
る
。

韓
国
マ
ス
コ
ミ
は
竹
島
問
題
で
韓
国
の
立
場
を
支
持
す
る
日
本
の
学
者
や
研
究
者
な
ど
の
話
は
大
々
的
に
伝
え
る
が
、
不

利
な
意
見
や
主
張
は
無
視
す
る
の
が
通
例
だ
。
今
回
の
報
道
は
竹
島
問
題
を
め
ぐ
る
日
韓
の
交
渉
過
程
の
出
来
事
を
客
観
的

一



に
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
異
例
だ
。

同
誌
に
よ
る
と
、
こ
の

�密
約
�
は
、
国
交
正
常
化
五
カ
月
前
の
一
九
六
五
年
一
月
、
訪
韓
し
た
自
民
党
の
宇
野
宗
佑
議

員
（
後
の
首
相
）
と
韓
国
の
丁
一
権
首
相
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
。

内
容
は
�
島
に
つ
い
て
は
今
後
、
双
方
が
自
国
の
領
土
と
主
張
す
る
こ
と
に
し
、
こ
れ
に
反
論
す
る
こ
と
に
異
議
は
提
起

し
な
い
�
韓
国
が
占
拠
し
て
い
る
現
状
は
維
持
す
る
が
、
警
備
隊
員
の
増
強
や
新
し
い
施
設
の
増
築
な
ど
は
し
な
い
�
両
国

は
こ
の
合
意
を
守
る－
な
ど
で
、
韓
国
側
で
は
朴
正
熙
大
統
領
の
裁
可
を
受
け
、
日
本
側
で
は
佐
藤
栄
作
首
相
な
ど
に
伝
え

ら
れ
た
と
い
う
。

�密
約
�
を
証
言
し
て
い
る
の
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
を
推
進
し
た
金
鍾
泌
・
元
首
相
の
実
兄
、
金
鍾
珞
氏
ら
。
金
鍾
珞

氏
は
当
時
、
経
済
界
に
い
て
舞
台
裏
で
国
交
正
常
化
作
業
を
手
助
け
し
た
。
竹
島
問
題
で
の
対
立
が
国
交
正
常
化
の
大
き
な

障
害
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
金
氏
が
『
将
来
に
解
決
す
る
』
と
い
う
こ
と
で
棚
上
げ
案
を
出
し
、
合
意
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
い

う
。韓

国
政
府
は
当
初
、
竹
島
支
配
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
で
目
立
っ
た
動
き
は
し
な
か
っ
た
が
近
年
、
接
岸
施
設
の
建
設
な

ど
物
理
的
支
配
を
強
め
て
い
る
の
が
実
情
だ
。
」

二



と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

日
本
と
韓
国
が
国
交
を
正
常
化
し
た
時
点
で
、
竹
島
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
合
意
が
な
さ
れ
た
か
。

三

竹
島
に
つ
い
て
は
今
後
、
双
方
が
自
国
の
領
土
と
主
張
す
る
こ
と
に
し
、
こ
れ
に
反
論
す
る
こ
と
に
異
議
は
提
起
し
な

い
、
韓
国
が
占
拠
し
て
い
る
現
状
は
維
持
す
る
が
、
警
備
隊
員
の
増
強
や
新
し
い
施
設
の
増
築
な
ど
は
し
な
い
、
両
国
は
こ

の
合
意
を
守
る
な
ど
と
い
う
内
容
の
日
韓
両
国
政
府
の
合
意
が
存
在
す
る
か
。

四

現
時
点
の
竹
島
問
題
に
対
す
る
韓
国
の
姿
勢
を
政
府
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


